
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
物
部
川
の
ご
み
拾
い

　

県
民
一
斉
美
化
活
動
月
間
事

業
の
一
つ
と
し
て
物
部
川
河
川

敷
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
11
日
（
月
）

受　

付　
　

８
時
30
分
〜
９
時

ゴ
ミ
拾
い　

９
時
〜
10
時

集　

計　
　

10
時
〜
10
時
30
分

※
小
雨
決
行

【
場
所
】
物
部
川
河
川
敷
（
戸

　葛橋といえば、祖谷谷が

有名だが、長宗我部地検帳

（１５８８年）には、大栃

に「ハシツメ」、岡ノ内に

「カツラ橋ノツメ」とある。

押谷にもあったので、三カ

所にあったことになるが、

大栃以外は危険で里人以外

は使わなかった。大栃橋西

詰には大栃葛橋記念碑が立っている。

　伝承によればある時、婦人が、太布（楮繊維の

布）を織る機を担ぎ、橋桁を踏み外して淵へ落ち

た。以来、淵の主になった。尼法師利勝が、ここ

に安全に渡ることのできる吊り橋をかけようと試

みたが成功せず、物部町頓定の仁尾ヶ内の者が義

侠心で、愛児を人柱とするに及んだ。架橋は成功

し、利勝尼はこの人柱に殉死したという。

　この葛橋は、

特に丈夫に作ら

れ、長さ２０間

（約３６ｍ、高

さ約２７ｍ）桁

８本、綱持木４

本、橋子板など

は、藩の御留山

から渡された。

板は毎年、本体

は５年に一度かけ替えられた。白口葛２６４荷、藤

葛６０荷、いずれも一荷掛目３７.５㎏、架橋人夫

１，３２０人役の大仕事であった。この負担は、韮

生郷１３村によるものであった。明治１４年から民

営化され、架橋は困難となり、明治１５年、葛橋

の歴史は終わった。以降、橋の様式が四度変わっ

て、現在の鉄橋になっている。葛橋の写真は、開

発センター前にあっ

た増屋源三郎氏の増

源写真部の発行した

もので、小松愛水氏

から県郷土史家寺石

正路氏へ渡り、現在

は県立歴史民俗資料

館に保管されている。

　　   （香美史談会）

板
島
警
報
局
前
）

【
協
力
】
高
知
県
環
境
対
策
課

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】
ご
み
の
な

い
物
部
川
を
つ
く
る
連
絡
会

横
田　

☎
090

・

６
２
８
０
・
３
６
３
４

◆
谷
秦
山
先
生
墓
前
祭

【
日
時
】
２
月
17
日
（
日
）

11
時
〜
（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】
谷
秦
山
先
生
の
墓
前

（
秦
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
県
秦

山
会　

☎
53

・

５
１
５
１

▼
新
成
人
に
贈
る
青
年
代
表
の

言
葉
。
「
20
歳
に
な
っ
て
急
に

大
人
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

私
は
20
歳
を
機
に
親
の
敷
い
た

レ
ー
ル
を
歩
む
の
を
止
め
、
大

学
を
中
退
し
、
役
場
に
就
職
し

た
。
想
像
と
違
い
、
山
間
地
に

赴
く
日
々
で
、
一
年
も
も
た
な

い
か
と
思
っ
た
。
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
、
物
事
の
本
質
を
見
て

生
き
て
ほ
し
い
」
同
僚
の
姿
が

ま
ぶ
し
く
見
え
た
。
（
細
木
）

▼
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
新
成
人

に
と
っ
て
、
人
生
の
節
目
と
な

る
成
人
式
。
私
が
成
人
し
た
日

に
は
、
10
年
後
の
自
分
を
想
像

し
、
（
結
婚
し
て
、
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

？
）
な
ど
と
淡
い
期
待
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

幸
い
に
も
良
き
家
庭
に
恵
ま
れ

ま
し
た
が
・
・
・
。
「
立
派

な
大
人
」
は
と
い
う
と
、
ま
だ

ま
だ
修
行
中
で
す
。
（
公
文
）

香美史

記訪探
第４３回
 槇山葛橋　 
　　（物部町大栃）　
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（
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
）

ワ
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リ
ン 

リ
ン
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掲　

示　

板

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

い
ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　　

(山田高校マンガ部)

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住所
③氏名④昼間連絡がとれる電話番号⑤誌面の感

想または市へのご意見を記入の上、応募してく

ださい。応募は１人１通とさせていただきます。

■応募締切　２月２８日（木）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ. 今年の香美市の新成人の人数は？

Ｂ．香美市の平成２３年度決算における、歳出純計は
　○○○億８，２７５万円です。

C. ○○○○○ 出ない行かない 離れない
　　　　　　　　　　　　（全国統一防火標語）

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！抽選で合計３名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品第 ３４３４ 回　かみかみクイズクイズ　

応
募
方
法　

第 ３４ 回　かみかみクイズ　

E

第３２回当選者　光明常意さん・澤村美由紀さん（応募総数１７通）
第３３回の解答　A．４０枚　B．韮生郷
　　　　　　　　
　　　　　　　　

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

クルミ工房（土佐山田町）

世界にひとつだけの世界にひとつだけの
　　　　　木製名刺入れ　　　　　木製名刺入れ
世界にひとつだけの
　　　　　木製名刺入れ

を１名様に！を１名様に！を１名様に！

はしげた

た　ふ こうぞ

かずらばし　　　　　　　　 い や

はた

りかつ

きょうしん

ぎ

解答は、今月号の誌面にあるよ。
携帯からメールで応募しよう。

図書カード図書カード
２，０００００円分を２名様に！０円分を２名様に！
図書カード
２，０００円分を２名様に！

　　

 

こ
ん
に
ち
は
！
高
知
工
科
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
基
盤

工
学
専
攻
の
１
年
で
す
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
工
学
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
ハ
ル
ビ
ン
の
冬
は
と
て

も
寒
い
で
す
。
香
美
市
は
本
当

に
暖
か
い
で
す
。
香
美
市
に
住

ん
で
三
カ
月
く
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
き
れ
い
な
場
所
と

親
切
な
人
た
ち
が
と
て
も
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

 

日
本
へ
来
る
前
、
日
本
の
漫

画
や
映
画
を
よ
く
見
ま
し
た
。

宮
崎
駿
の
作
品
が
一
番
好
き
で

す
。
例
え
ば
、
『
千
と
千
尋
の

神
隠
し
』
。
私
は
何
度
も
こ
の

映
画
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
に
日

本
の
歌
が
と
て
も
人
気
で
す
。

春
は
、
ぜ
ひ
桜
を
見
た
い
で

す
。
私
は
日
本
を
知
る
た
め

に
日
本
へ
留
学
し
ま
し

た
。
私
の
専
攻
は

経
営
に
つ
い
て

な
の
で
、
日
本

の
文
化
を
知
り

人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
に
、
言
葉
は

本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
交
流
活
動
に
参
加

す
る
な
か
で
、
日
本
人
の
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
私
の
研
究
室

に
多
く
の
可
愛
い
日
本
人
の
大

学
生
が
い
ま
す
。
毎
週
、
私
た

ち
は
一
緒
に
運
動
し
ま
す
。
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
先
生
と

友
達
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
と
挑
戦
が
で
き
ま
し

た
。
ギ
ョ
ウ
ザ
を
一
緒
に
作
り

ま
し
た
。
地
元
の
人
々
の
生
活

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
私

は
初
め
て
ギ
ョ
ウ
ザ
の
先
生
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
学
外
勉
強
会
で
社

会
人
に
会
っ
て
、
日
本
企
業
の

生
活
を
少
し
理
解
し
ま
し
た
。

研
究
は
難
し
い
、
で
も
お
も
し

ろ
い
で
す
ね
。
今
は
研
究
と
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
香
美

市
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大栃小文

記念碑

物部町大栃

至　

香
北

大文

記念碑碑

至

香
北

国
道195号▲永瀬ダム建設に伴い移設された葛橋

　記念碑（右）と見渡し地蔵・馬頭観音

▲当時の槇山葛橋（大栃葛橋）


